
　
６
月
議
会（
３
日
〜
26
日
）

で
私
は
、
「
里
山
の
保
全
と

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
一

般
質
問
を
し
ま
し
た
。
こ
の

テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
４
年

前
に
も
一
般
質
問
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問

に
先
立
ち
、
私
は
県
庁
の
農

村
振
興
課
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
県
で
は
「
グ
リ
ー
ン
・
ブ

ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
i
n

ち

ば
」
と
い
う
事
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
①
地
域
推
進
協

議
会
の
設
置
、
②
モ
デ
ル
地

域
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の

設

置
、
③
庁
内
連
絡
会
議
の
設

置
、
④
交
流
拠
点
施
設
連
絡

会
設
置
及
び
活
動
支
援
―
と

い
う
推
進
体
制
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　
県
庁
で
県
南
部
で
の
取
り

組
み
が
盛
ん
と
い
う
こ
と
を

聞
き
、
さ
っ
そ
く
南
房
総
市

の
旧
和
田
町
に
視
察
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
旧
和
田
町
で

は
、
平
成
９
年（
１
９
９
７
）

に
小
学
校
跡
地
を
利
用
し
た

体
験
交
流
型
宿
泊
施
設
を
つ

く
り
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
自
然
の
宿
「
く
す
の

木
」
は
、
農
水
省
の
「
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
全
国
表
彰
」

を
受
け
、
な
ん
と
年
間
約
１

万
人
の
来
訪
者
が
あ
る
い
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
交
流

人
口
の
増
加
や
土
産
品
な
ど

で
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
９
年
前
に
は
「
ネ
イ
チ
ャ

ー
ス
ク
ー
ル
わ
く
わ
く
Ｗ
Ａ

Ｄ
Ａ
」
を
開
設
し
、
毎
年
７

月
、
８
月
に
は
各
地
か
ら
多

く
の
子
供
た
ち
が
集
っ
て
体

験
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
農
水
省
・
文
科
省
・

総
務
省
が
連
携
し
て
推
進
し

て
い
る
「
子
ど
も
農
山
村
交

流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
画

し
、
千
葉
県
初
の
モ
デ
ル
事

業
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
白
井
に
あ
る
里
地
・

里
山
は
大
い
な
る
市
の
財
産

と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
開
発
の
前
に
は
、

こ
の
白
井
に
は
駅
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
長
年
、
鉄
道

に
絡
む
開
発
に
縁
が
な
か
っ

た
の
で
、
グ
リ
ー
ン
エ
リ
ア

が
残
さ
れ
た
の
で
す
。
都
心

に
も
近
い
の
に
、
里
山
が
す

っ
ぽ
り
残
っ
て
い
る
の
も
白

井
の
魅
力
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
市
の
基
本
計
画
に
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
市

内
で
の
取
り
組
み
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
緑
の

保
全
で
は
、
本
年
度
の
事
業

で
約
２
万
平
米
の
特
別
保
全

緑
地
指
定
を
追
加
し
、
地
元

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
環
境
団
体
に

管
理
を
お
願
い
し
て
い

ま

す
。

　
ま
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
考
え
た
と
き
、
今
あ
る

地
域
財
産
に
も
着
目
す
べ
き

で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
旧
平

塚
分
校
の
有
効
利
用
で
す
。

将
来
的
に
は
農
業
体
験
で
き

る
滞
在
型
の
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
も
可
能

で
す
。
そ
れ
が

市
の
自
主
財
源

確
保
の
一
助
に

な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
、
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
。
ご

意
見
を
ど
し
ど

し
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
４
６
４
号
線
沿
い
に
有
名

飲
食
店
２
店
舗
が
オ
ー
プ
ン

す
る
。
牛
丼
と
カ
レ
ー
の
チ

ェ
ー
ン
店
「
す
き
家
」
と
釜

揚
げ
讃
岐
う
ど
ん
の
「
丸
亀

製
麺
」
。
目
の
前
が
白
井
大

橋
で
、
百
円
シ
ョ
ッ
プ
「
ダ

イ
ソ
ー
」
と
は
道
路
を
隔
て

た
場
所
に
あ
る
。
新
鎌
ヶ
谷

の
イ
オ
ン
２
階
に
も
あ

る

「
丸
亀
製
麺
」は
７
月
中
旬
、

「
す
き
家
」
は
８
月
に
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
だ
。
　

　
中
小
企
業
の
経
営
戦
略
構

築
・
業
務
改
善
・
Ｉ
Ｔ
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
っ

て
い
る
ア
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド
エ

ク
ス
ト
リ
ー
ム
株
式
会

社

（
大
山
口
２
／
樋
口
彰
久
社

長
）
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

サ
ー
ビ
ス
「
ら
く
ら
く
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
を
始
め
た
。

　
中
小
企
業
の
売
り
上
げ
ア

ッ
プ
を
図
る
手
助
け
を
し
よ

う
と
い
う
も
の
。
「
国
内
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率
は

９
割
以
上
だ
。
不
況
の
今
こ

そ
、
中
小
企
業
や
個
人
商
店

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
低
コ
ス

ト
で
効
果
的
な
宣
伝
を
す
る

な
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

限

る
」
と
樋
口
社
長
は
そ
の
必

要
性
を
力
説
す
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
を
専
門
業
者
に
依

頼
し
た
場
合
、
初
期
費
用
が

30
万
円
以
上
も
か
か
る
他
、

毎
月
様
々
な
諸
費
用
を
請
求

さ
れ
る
。
中
小
企
業
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
二
の
足
を

踏
む
大
き
な
理
由
だ
。

　
し
か
し
、
同
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
サ
ー
ビ
ス
だ
と
、

初
期
費
用
１
万
円
、
月
額
５

２
５
０
円
か
ら
。
樋
口
社
長

は
、
約
千
社
が
加
盟
す
る
千

葉
県
中
小
企
業
家
同
友
会
の

理
事
で
、
鎌
ケ
谷
白
井
支
部

の
幹
事
長
と
同
支
部
の
中
小

企
業
振
興
条
例
推
進
委
員
会

の
委
員
長
も
務
め
る
。

　
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

サ
ー
ビ
ス
が
地
元
の
中
小
企

業
に
活
力
を
与
え
る
か
ど
う

か
注
目
し
た
い
。【
問
合
先
】

ア
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド
エ
ク
ス
ト

リ
ー
ム
株
式
会
社
（
電
話
０

４
７
・
４
９
７
・
０
２
０
０
）

　
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
塩
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
と
い
え
ば
、

「
ハ
カ
タ
ノ
シ
ー
オ
（
伯
方

の
塩
）
！
」
。
声
量
た
っ
ぷ

り
で
あ
る
。
一
度
聞
く
と
、

耳
に
残
っ
て
し
ま
う
。
そ
の

声
の
主
が
、
白
井
在
住
の
歌

手
・
髙
城
靖
雄
さ
ん
だ
。

　
髙
城
さ
ん
は
昭
和
33
年
８

月
10
日
、
岩
手
県
九
戸
郡
種

市
町
（
現
・
洋
野
町
）
で
生

ま
れ
た
。
岩
手
県
の
最
北
端
、

青
森
と
の
県
境
に
あ
る
漁
港

だ
。
実
家
は
半
農
半
漁
。
兄

２
人
、
姉
２
人
、
つ
ま
り
５

人
兄
弟
の
末
っ
子
で
あ
る
。

　
「
と
に
か
く
貧
し
か
っ
た

の
で
、
中
学
、
高
校
の
と
き

は
自
分
で
学
費
を
稼
ぐ
し
か

な
か
っ
た
。
海
に
素
潜
り
し

て
、
ウ
ニ
と
か
ア
ワ
ビ
を
獲

っ
て
寿
司
屋
に
売
っ
た
も
ん

で
す
」
。
県
立
種
市
高
校
時

代
の
髙
城
さ
ん
は
「
種
高
の

五
木
」
と
呼
ば
れ
た
。
五
木

ひ
ろ
し
の
物
マ
ネ
が
上
手
だ

っ
た
か
ら
だ
。

　
高
校
卒
業
後
、
千
葉
商
科

大
学
に
進
学
す
る
。
大
学
の

入
学
金
も
自
分
で
稼
い
だ
金

で
支
払
っ
た
。
バ
イ
ト
に
精

を
出
す
毎
日
だ
っ
た
が
、
合

間
を
ぬ
っ
て
「
カ
ラ
オ
ケ
大

会
」
や
「
の
ど
自
慢
大
会
」

に
も
出
場
し
た
。
「
な
に
し

ろ
出
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
優
勝

し
て
ま
し
た
。
賞
金
も
バ
カ

に
な
ら
な
い
」

　
自
信
満
々
だ
っ
た
髙
城
さ

ん
は「
ス
タ
ー
誕
生
！
」「
歌

ま
ね
ス
タ
ー
に
挑
戦
！
」
と

い
っ
た
視
聴
者
参
加
型
の
テ

レ
ビ
番
組
に
出
場
す
る
。
が
、

こ
と
ご
と
く
落
と
さ
れ
て
し

ま
う
。
「
こ
れ
で
は
駄
目
だ

と
思
っ
て
、
川
上
八
郎
先
生

に
１
万
５
千
円
の
月
謝
で
弟

子
入
り
し
た
ん
で
す
。
大
学

３
年
の
と
き
で
し
た
」

　
戦
後
間
も
な
く
古
賀

政
男
氏
に
師
事
し
た
川

上
氏
は
、
20
年
以
上
も

代
稽
古
を
任
さ
れ
、
小

林
幸
子
や
大
川
栄
作
な

ど
多
く
の
有
名
歌
手
を

育
て
た
。
こ
う
し
て
プ

ロ
の
歌
手
を
目
指
し
始

め
た
髙
城
さ
ん
の
ア
パ

ー
ト
の
部
屋
に
は
、
連

日
の
ご
と
く
フ
ァ
ン
が

押
し
掛
け
た
と
い
う
。

　
「
リ
ン
ゴ
の
皮
も
剥

け
な
い
よ
う
な
女
の
子

が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た

が
、
ひ
と
り
だ
け
手
際

よ
く
料
理
を
つ
く
る
女

性
が
い
た
ん
で
す
」
。

そ
れ
も
そ
の
筈
、
都
内

の
有
名
料
理
学
校
の
講

師
だ
っ
た
。
「
そ
れ
か

ら
ス
ト
ー
カ
ー
の
よ
う

に
私
を
追
っ
か
け
て
き

ま
し
た
よ
」

　
髙
城
さ
ん
は
大
学
卒

業
後
、
森
昌
子
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
ゲ
ス
ト
歌
手

と
し
て
４
年
間
全
国
を

廻
る
。
そ
の
後
、
ヒ
ッ

ト
メ
ー
カ
ー
の
作
詞

家
、
荒
木
と
よ
ひ
さ
氏

の
一
番
弟
子
と
な
り
、

水
原
達
矢
と
い
う
芸
名

で
昭
和
62
年
（
１
９
８

７
）
に
キ
ン
グ
レ
コ
ー

ド
か
ら「
日
本
海
’
88
」

で
デ
ビ
ュ
ー
。
翌
年
に

は
全
日
本
有
線
放
送
大

賞
新
人
賞
を
上
半
期
と

下
半
期
の
２
度
受
賞
す

る
。

　
平
成
３
年
（
１
９
９

１
）
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
人
歌

謡
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
。

そ
の
翌
年
、
髙
城
さ
ん
は
結

婚
し
た
。
お
相
手
は
料
理
が

上
手
で
、
「
ス
ト
ー
カ
ー
の

よ
う
に
追
っ
か
け

て
き
た
」
と
い
う

女
性
、
初
代
ミ
ス

白
井
の
栄
冠
に
輝

い
た
久
美
子
さ
ん

で
あ
る
。
髙
城
さ

ん
32
歳
、
久
美
子

さ
ん
31
歳
の
と
き

だ
っ
た
。

　
結
婚
を
機
に
、

夫
人
の
実
家
近
く

に
一
軒
家
を
新
築

し
、
東
京
か
ら
白

井
に
移
り
住
む
。

平
成
７
年
（
１
９

９
５
）
に
芸
名
を

本
名
の
髙
城
靖
雄

に
戻
し
、
「
倖
せ

ま
わ
り
道
」
「
男

龍
」「
幸
福
予
約
」

「
影
あ
か
り
」
な

ど
を
発
表
す
る
。

　
白
井
に
住
ん
で

17
年
経
っ
た
。
1

長
女
（
高
３
）
を

筆
頭
に
、
長
男
（
中

１
）
、
次
男
（
小

２
）
の
良
き
パ
パ

で
あ
る
。
「
次
男

が
通
う
白
井
第
一

小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
を
今
年
３
月

ま
で
務
め
た
く
ら

い
で
す
か
ら
、
私

も
白
井
に
愛
着
を

感
じ
て
い
ま
す
」。

髙
城
さ
ん
の
名
刺

に
は
、
「
白
井
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長
」
の
肩
書
き

が
。
も
う
す
っ
か

り
白
井
の
人
間
で

あ
る
。

　
そ
ん
な
高
城
さ

ん
に
義
理
人
情
の

大
切
さ
を
教
え
て

く
れ
た
母
親
は
、

４
年
前
に
亡
く
な

っ
た
。
亡
き
母
親

に
捧
げ
よ
う
と
、

自
ら
作
詞
作
曲
し

た
新
曲
が
『
母
な

る
大
地
よ
』
。
Ｃ

Ｄ
が
８
月
５
日
に

リ
リ
ー
ス
さ

れ

る
。「
ぜ
ひ
ヒ
ッ
ト
さ
せ
て
、

母
に
恩
返
し
し
た
い
で

す

ね
」

　
白
井
講
談
会
が
７
月
12
日

（
日
）
開
催
さ
れ
る
。
白
井

落
語
講
談
会
が
主
催（
協
力
・

エ
ヌ
・
ア
イ
・
エ
ス
・
ハ
ッ

ピ
ー
倶
楽
部
）
す
る
同
講
談

会
は
、
今
回
で
第
４
回
目
。

田
辺
一
凛
と
神
田
春
陽
の
２

人
が
出
演
す
る
。
【
開
演
】

午
後
２
時
半
【
会
場
】
御
食

事
処
「
む
ら
さ
き
」
（
電
話

０
４
７
・
４
９
１
・
４
９
４

３
／
西
白
井
駅
下
車
徒
歩
５

分
）【
木
戸
銭
】
２
千
円
（
白

井
落
語
会
・
Ｎ
Ｉ
Ｓ
パ
ッ
ピ

ー
倶
楽
部
会
員
は
千
５

百

円
。

　
白
井
駅
南
口
の
居
酒

屋

「
道
」
（
電
話
０
４
７
・
４

９
７
・
４
９
６
０
）
は
、
千

葉
興
銀
裏
の
パ
レ
ッ
ト
シ
ロ

イ
に
あ
り
、
鉄
板
焼
き
と
お

好
み
焼
き
が
評
判
の
店
。
開

店
１
周
年
を
記
念
し
て
７
月

19
日
か
ら
同
23
日
ま
で
「
記

念
セ
ー
ル
」
を
実
施
す
る
。

　
記
念
セ
ー
ル
期
間
中
、
焼

酎
ボ
ト
ル（
韓
国
焼
酎
の
「
ビ

ダ
ン
」
を
除
く
）
が
30
％
引

き
に
な
る
他
、
各
テ
ー
ブ
ル

に
枝
豆
サ
ー
ビ
ス
が
付
く
。

「
お
か
げ
さ
ま
で
一
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し

た
。
夫
婦
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越

し
下
さ
い
」
と
京
都
出
身
の

店
長
、田
邊
幸
男
さ
ん
（
52
）
。

【
営
業
時
間
】
午
前
11
時
半

〜
午
後
３
時
、
午
後
５
時
〜

深
夜
０
時
。
　

　
演
歌
歌
手
の
大
川
栄
策
が

８
月
25
日
、
白
井
市
文
化
会

館
で
特
別
公
演
を
行
う
。
ミ

リ
オ
ン
セ
ラ
ー
の
「
さ
ざ
ん

か
の
宿
」
や
新
曲
「
浪
速
こ

と
ぶ
き
」
な
ど
を
披
露
す
る

他
、
永
井
裕
子
（
キ
ン
グ
レ

コ
ー
ド
）も
新
曲
「
望
郷
岬
」

を
ひ
っ
さ
げ
て
出
演
。

　
地
元
か
ら
は
、
北
総
会
、

大
藤
紫
会
、
葵
会
、
小
笠
原

会
、
兼
坂
輝
和
嘉
会
、
都
の

会
が
賛
助
出
演
す
る
。
午
後

６
時
15
分
開
演
（
６
時

開

場
）
、
前
売
特
別
券
は
文
化

会
館
で
扱
っ
て
い
る
。
【
問

合
先
】
０
９
０
・
３
６
９
４
・

３
４
５
１
馬
場
崎
）
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ゅ
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正
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正
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ゅ
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じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ

幸
正
じ
ゅ
ん
じ
の

こ
う
し
ょ
う

提案箱

�しろい通信　　　　平成21年（２００９）７月号

　　　　　　さん（歌手）

髙城靖雄

博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館

里
地
・
里
山
を
活
か
し
た

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

　　　　　　　　　
「提案箱」へのご意見・
ご質問はメールで

shiroi-t@nifty.com

▼

高校時代、五木ひろしの物まねで有名に

新曲は亡き母に捧げる『母なる大地よ』

「
す
き
家
」と
「
丸

亀
製
麺
」が
今
夏

相
次
い
で
出
店

演
歌
の
大
川
栄
策

が
特
別
公
演

野田市「ガイドの会」
が白井市内を散策
白井ふるさとガイドの会と交流

中
小
企
業
・
個
人
商
店
向
け

格
安
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

白
井
講
談
会

7月12日

白
井
駅
南
口
の
「
道
」

焼
酎
ボ
ト
ル

が
３
割
引
き

白
井
の
整
備
さ
れ
た
街
並
み
に
感
動
？

　
白
井
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会

（
堀
澤
三
千
男
会
長
）
は
６
月
25

日
、
野
田
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ガ
イ
ド
組
織
「
む
ら
さ
き
の
里
　

野
田
ガ
イ
ド
の
会
」
（
深
谷
慧
会

長
、
会
員
36
名
）
を
白
井
市
に
招

い
た
。
こ
の
日
、
野
田
市
か
ら
白

井
市
に
や
っ
て
来
た
の
は
21
名
。

　
白
井
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
メ

ン
バ
ー
の
案
内
で
、
郷
土
資
料
館
、

熊
野
神
社
、
仏
法
寺
な
ど
を
散
策

後
、
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
で
の
食

事
会
に
出
席
、
交
流
を
深
め
た
。


